
（議長） 
はい、ご苦労さんです。 
次に、萩原議員の発言を許可致します。 

 
（議長） 
「萩原議員」。 

 
「萩原議員」 
はい。私の方から２項目質問したいと思います。 
まずは、一項目目、水産業の振興について、でございます。 
先程の町政執行方針で、町長が述べられたように、近年、スケソウダラの資源の減少や

スルメイカの水揚げの大幅減少、また今年に入り、海の時化により漁場に出られず、ナマ

コも目標漁獲量にいけるのか心配があるようです。また、ふるさと納税の目玉商品でポス

ター等でも宣伝されている寒のりも採れる量が少ないと聞いております、聞いており、漁

業経営は益々厳しくなっております。 
養殖業や栽培漁業の推進は積極的に取り組んでいるとはいえ、回遊性魚種を獲る漁業者

は少なくありません。漁業経営基盤安定対策事業で、漁船保険の補助率のかさ上げや漁具

種類の拡大等が考えられるが、今後どのように助成していくのか、お聞き致します。 
また、活〆等による鮮度保持対策の実施は誰が指導を行うのか。また、ブランド化に向

けて具体的にどう町が関わっていくのか、お聞き致します。 
 
（議長） 
「町 長」。 

 
「町 長」 
萩原議員の、水産業の振興についてのご質問ですが、漁業経営基盤安定対策事業につき

ましては、平成２７年度から実施した取り組みであり、ひやま漁協、ひやま漁業協同組合

江差支所に所属する正組合員個人を対象としております。 

漁船保険の掛金助成につきましては、掛金の２割を補助、漁具購入支援につきましては

１人あたり年 1回５０万円を上限として、新規の漁具購入費用の５割を補助しているとこ

ろであります。 

平成２８年度につきましては、前年度の利用実績や漁業者の意見を踏まえ、漁船保険掛

金助成の補助率の見直しや漁具購入支援の対象範囲の拡大を検討して参りたいと考えて

おりますので、ご理解頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

活〆等の鮮度保持につきましては、ブリでは既に技術を習得した漁業者が指導者となっ

て情報の共有、技術の向上を進めております。他魚種につきましても、鮮度保持技術の習



得を図るべく、道の水産技術普及指導所等の専門家による指導を求めていく考えです。 

 また、ひやま漁協江差支所では、高品質・高鮮度の水産物を選りすぐり、ブランドとし

て打ち出すべく、鮮度保持技術の習得に加え、統一商標の作成や販路拡大に向けた情報収

集を進めております。 

 町と致しましても、これらの取り組みを推進するため、経費の助成、ふるさと納税への

出品支援、報道等を活用した積極的な情報発信等を行って参りたいと考えておりますので、

ご理解の程、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
「萩原議員」。 
 

「萩原議員」 
再質問致します。 
今、漁業安定基盤対策事業について、見直し、拡大ということがございました。実際に、

多分漁業者から、要望は出ていると思うのですよ。例えばあの漁具購入も現在１人のみ、

１人１つのみの補助、５０万の補助でございますけれども、サケ漁等は団体で行っていま

して、その場合あの漁具等は団体であの出し合って買うということでございますので、あ

の団体での補助は出来ないのかっていう点と、またですね、漁をする魚の魚種を変更する

場合に、やっぱりあの船の購入にも、購入が必要な場合があるということなので、漁船購

入にも補助はない、補助はどうかなっていうことまず１点目です。 
また、活〆に、の件なのですけれども、現在も商品登録を行ってですね、誰がやったか

でもう値段が決まっているというような状況にあるようでございます。特にブリの活〆に

致しまして、神経抜きにしまして、ですので、指導者の件なのですがやっぱりきっちり指

導してもらって、尚且つ統一性をもってまとめていかなければ、あのその活〆の値段もど

んどんどんどんやっぱり下がるという部分ありますので、その部分で監視もしなければ町

の方でもやっぱりきっちり監視しながら、しなければならないんではないかという点が２

点目でございます。 
また、３点目と致しまして、ブランド化に向けてですね、あの海水で氷が作れる製氷機

とかもありますし、またあの時期がずれても良いものが出せるということで、キャスとい

われる冷凍機等もありますので、その点、ブランド化に向けて町で用意しては如何かなと

いう点の３点、再質問致します。 
 
（議長） 
「産業振興課長」。 

 
「産業振興課長」 



はい。まず、経営安定対策事業の補助のメニューというのですかね、拡大の部分でのま

ずご質問でございます。 
今、議員からご質問あったとおりというのですかね、あの漁業者からもやはりこういう

ものについて、助成の対象にしてもらえないかなという話しはございました。具体的な今

お話もありましたけども、団体等の、漁業者が構成員となる団体等に対しても、助成をで

きないか。または、今船舶の話もありましたが、鋳鋼漁具等に対する助成についてもでき

ないかというようなこともございましたので、ここについてはあの私たちも積極的にです

ね、検討を加えていきたいなという風に思っております。 
あと、二つ目にありました、活〆の指導でございますが、具体的にあの現在も活〆を出

来る方がいらっしゃるということで、その方々が中心になって指導されているという話し

を聞いております。あの当然、漁協も中に入りながら進めていると思いますが、あの今言

ったようなことがもし起こっているようであれば、改めましてちょっとあの漁協とも協議

しながら、体制について検討させて頂ければという風に思います。 
ブランド化の部分で、現在進めている部分はあくまでも試験・研究の部分でございまし

て、まだ具体的な取り組みとまではなってない状況です。これから、進めていく部分の中

で冷蔵、冷凍保存の技術も含めてですね、検討はさせて頂ければなという風に思います。

宜しくお願い致します。 
 
（議長） 
いいですか。「萩原議員」。 

 
「萩原議員」 
３問目なのですけれども、２点、再質問についてはわかりました。 
あとですね、その他に、あの漁業者の方からですね、森づくりということで、江差、ヒ

バの植樹が多いのですけれども。漁業者にとってはやっぱりどんぐりや針葉樹も植えるべ

きと、漁業者から言われておりますが、現状と今後、そういうような植える予定があるの

かどうかということが１点と。 
あとですね、ひやま漁協に関してやっぱりあの漁獲量、漁獲量が減って、昨年も何かリ

ストラも行ったということで、経営的に大変厳しいと聞いておりますけれども。檜山各町

と連携して、支援も考えなければと思いますが、その辺について、如何かどうか、質問、

再再質問でございます。 
 
（議長） 
「産業振興課長」。 

 
「産業振興課長」 



まず、森の部分でございますが、森の部分につきましてはですね、漁協の女性部が中心

になりながら、これまであの植樹、そして毎年の育樹という作業を、取り組みをさせて頂

いております。 
議員ご指摘のとおり、やはり海に流れてく栄養っていうのは山から始まる、始まります

ので、山を大切にしてくということにつきましてはですね、行政のみならず、漁業者の皆

さんも意識をして頂きながらですね、取り組みをして頂いているところでございます。 
過去にはあの、柏ですとか、桜、ヤジダモ等の広葉樹も、植えられた経緯があるようで

す。これにつきましては、実際川の近くっていうのですかね、などで広葉樹を植えた経緯

があるようです。あのそれ以降につきましては、１９年以降につきましては、ヒバが中心

に植樹をされている状況でございます。このような活動を通しながら、豊かな海づくりに

向けて取り組みを今後も進めさせて頂ければなという風に思ってございます。 
それと、漁協のお話でございますが、確かに漁協の経営はですね、非常に厳しい状況に

ございまして、あの私共も大変危惧をしているところです。具体的に漁協に対してどのよ

うな支援をするっていう話ではないのですが、これまでのあの漁具の購入の先程お話した

補助につきましても、実は手数料含めた補助になってございまして、漁協に対しての間接

的なですね、支援にも繋がるという意味合いも込めながら助成事業を進めているというこ

とでございます。今後も、漁協に対しての支援等、要請があるなど、また、うちの方でも

このような支援策を考えられるのではないかというものがありましたらですね、積極的に

各町と協議しながら取り進めをして参りたいと思っております。ご理解頂ければと思いま

す。 
 
「萩原議員」 
はい。 
 

（議長） 
いいですか。 
 

「萩原議員」 
はい。 

 
（議長） 
「萩原議員」。 

 
「萩原議員」 
はい。それで２項目目に移ります。水堀保育園、日明保育園について、でございます。 
平成２１年度に市街地の３保育園が統合され、施設面で充実され、幼児数においても７



６名であり、成長期に最も重要な未年齢の幼児の交流が充実される等、人間関係構築等に

大変良い影響を与えております。 
水堀保育園及び日明保育園においても、地域の重要な幼児保育及び教育の拠点ではあり

ますが、建築後３７年から４４年が経過し、老朽化が激しい、激しくなっておりますが、

建て替え、統合を考えているのかお伺い致します。 
 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。 

 
「町 長」 
 議員ご質問の、水堀、日明２つの保育園に関することですが、水堀保育園は昭和４６年

度の竣工、日明保育園は昭和５３年度の竣工となっており、それぞれ建築後４４年及び３

８年経過しております。現在、水堀保育園は２０人、日明保育園は１７人が入所しており、

小規模ながら地域のつながりを大切にしながら、乳幼児の保育に努めているところでござ

います。 
ご質問にあります、老朽化による改築を検討していかなければならない時期にきており

ますが、幼稚園を含む幼児教育、保育基盤をどのような形で整備推進していくのか、将来

の小学校入学や地域とのつながり等をどうしていくのか等、昨年度策定した子ども・子育

て支援事業計画においても検討していくことを盛り込んだところでございます。 
改築の時期や規模、統合など、具体的にお示しできる段階ではございませんが、教育・

保育・子育てサービスを充実させ、安心して子育てできる環境整備を今後検討して参りま

す。 
 
（議長） 
いいですか、「萩原議員」。 

 
「萩原議員」 
再質問致します。 
今答弁ありましたように、日明保育園１７名、水堀保育園２０名ということで、生徒数、

幼児数がそのような形なのですけれども。 
私は個人的な考えなのですけども、人口推移にもよりますけれども、やっぱり市街地み

たく３校統合するのではなくて、やはり、水堀、日明、各地区にあった方が私は良いので

はないかと考えております。ですので、建設の立て替えだと、建設に金額等がありますけ



れども、早めの検討委員会を設置して、早めに進めて頂きたいと思いますが、如何でしょ

うか。 
 
（議長） 
「町民福祉課長」。 

 
「町民福祉課長」 
あの今のご質問に対しまして、議員ご指摘のとおり、統合という問題も選択肢の中に入

れながら、なるべく早いうちにあの、子ども子育て支援事業計画の中にも盛り込まれてご

ざいますので、方向性を検討しながら、それから子育てしている親御さんのそういうニー

ズも含めまして、検討していきたいと思いますので、ご理解をお願いしたいと思います。 
 
（議長） 
はい、いいですか。 

 
「萩原議員」 
はい。 

 
（議長） 
はい。以上で、萩原議員の一般質問を終わります。 
４０分まで休憩致します。 


